
緑化ひのきしん
～植木を生かす剪定の方法～

剪定は、教会や信者宅だけでなく、地域においても大変喜ばれ、ひのきしん、にをい

がけにつながる活動です。しかし、ただ枝を切るだけでは、時には植木を弱らせたり、

枯れさせたりすることもあります。

この実習では、改めて親神様の御恵みに感謝し、植木を生かしていく剪定の知識と技

術を学びます。

期 日：立教 187（令和 6)年 10 月 12 日（土）※雨天決行

会 場：おやさとやかた東左第 4棟 2階・本部神殿周辺

日 程：裏面参照

対 象：ようぼく

定 員：35 名

受講御供：1,000 円

携 行 品：筆記具・帽子・雨ガッパ・作業用手袋

実習用の動きやすい服装・飲み物

※剪定実習で使用する道具は営繕部造園課の道具をお貸しします。

個人の持ち込みも可能です。

締 切 日：10 月 1 日（火）

※定員になり次第、受付を終了しますので予めご了承ください。



講師紹介

日程表

9:20
受付

40
開講（「ひのきしんとは」を含む）・オリエンテーション

10:00

講義「植物の生理～管理」

実際に植物に携わっていく上で参考になるよう、庭の手入れの基本である「草引きと

掃除」から剪定や施肥、消毒などの作業の説明。また、樹木の生理状態の説明からト

ラブルや異変に対する知識や対処方法などもお話しします。

川野 雄三 氏

11:00
昼食（本部食堂）・移動

12:00

剪定実習

修養科おてふり教室（旧別席場）周辺に植えられているマツ、マキ、ウメ、

ツツジ類の刈り込みや生垣刈りなどを通して剪定技術を学びます。

※指導は営繕部造園課員が担当します。

15:00
閉講

川野 雄三 氏
か わ の ゆうぞう ひのきしんスクール研究員、営繕部造園課勤務。造園課で培った知識・技術をふ

まえ、親里の造園整備に尽力している。


